
低レベル液体放射性廃棄物処理施設「すずらん」Prosecc Flow Sheet 日露非核化協力委員会技術事務局 

 ①処理前排水タンク ②油水分離器 ③連続モニター容量200立方メートルのタンク4基で構成されており、3台のポンプが各タンクの廃水を循環させて成分を均一化した後に、②油水分離器に送り出します。廃水は小型運搬船（容積50立方メートル）で運び込まれます。
処理施設の最初の工程で す 。 Cellular PlatePacks により、排水中の固形物を沈殿させ、油性分は浮上させて分離。分離された油性分は⑮油貯留タンクを経て⑭セメント固化装置に送り込まれ、固形物は⑬一時貯蔵タンクに送り込まれます。残りの廃水は③連続モニターを通って④一時浮遊物分離器に送り込まれます。

廃水のpH、伝導性並びに流動状態を常時監視します。 小型フィルター（ a small bagtype filter で 微細な浮遊物を除去します。

⑩純水貯蔵タンク ⑨水質検査タンク ⑧浄化器 / 脱塩装置
⑮油貯留タンク⑭セメント固化装置 ⑬一時貯蔵タンク ⑫濃縮液貯蔵タンク処理施設の最終工程。セメントとフライアッシュを混合して汚泥類をドラム缶（200リットル）内で固化します。

⑫濃縮液貯蔵タンクから送り出された濃縮液、②油水分離器から送られた固形物と⑧浄化器で使用されたろ過材等を一時貯蔵します。
⑪蒸発缶から送り込まれてきた濃縮液を一時貯留します。 ⑦溶解塩分離器から送り込まれた廃水を濃縮します。⑪蒸発缶

逆浸透膜を利用して純水とその他の汚染水を区別します。水質が排水基準を満たしているか否かを検査するタンク。満たしていない時には①に戻します。 ⑦溶解塩分離器から送り込まれた純水に近い液体を最終的に除染。 ⑤二次浮遊物分離器から送り出された廃水を一時的に貯蔵します。

④一次浮遊物分離器 ⑤二次浮遊物分離器Charcoal Filter Beds を内蔵したステンレス製容器2個で構成され、1ミクロン以上の放射性物質と不溶解性コバルト60を除去します。
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